
ワークエンゲージメント（法人独自のアンケート調査の該当する７項目の質問の平均） 15.2点

プレゼンティーズム（法人独自のアンケート調査の該当する5項目の質問の平均） 9.2点

公表日　： 2021年4月20日

更新日　： 2025年10月7日

(h)糖尿病管理不良者率
※HbA1cが8.0％以上の人の割合

0.3% 0.4%

(g)血糖リスク者率
※空腹時血糖が200mg/dl以上の人の割合

0.0% 0.4%

(f)血圧リスク者率
※収縮期血圧が180mmHg以上または拡張期血圧が110mmHg以上の人の割合

0.0% 0.0%

(e)飲酒習慣者率
※頻度が時々または毎日かつ飲酒日の1日当たりの飲酒量が清酒換算で2合以上の人の割合

11.5% 7.1%

(d)睡眠により十分な休養が取れている人の割合 57.0% 55.5%

(c)運動習慣者率
※1週間に2回、1回当たり30分以上の運動を実施している人の割合

23.5% 23.1%

(b)喫煙者率 28.7% 26.5%

(a)適正体重維持者率
※BMIが18.5～25未満の人の割合

65.0% 64.2%

2020（令和2）年度 2021（令和3）年度 2022（令和4）年度 2023（令和5）年度 2024（令和6）年度

アブセンティーズム（法人が規定する休職制度の利用日数の平均） 2.3日 2.0日

労働災害発生件数（業務災害） 31件

労働災害発生件数（通勤災害） 5件

離職率 12.8% 12.6%

平均勤続年数（4月1日現在） 8.0年 8.2年

休暇取得状況率（年休取得率） 70.5% 78.8% 81.8% 78.7% 78.9%

超過勤務時間数（常勤職員の月間の時間数の平均） 5.0時間 5.3時間

特定保健指導実施率 95.8% 100.0%

ストレスチェック受検率 85.2% 90.2% 83.7% 83.7% 89.1%

定期健康診断後の精密検査受診率 52.7% 61.5%

定期健康診断受診率 96.2% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

健康経営に関連する取組状況　※社会福祉法人渓仁会

2020（令和2）年度 2021（令和3）年度 2022（令和4）年度 2023（令和5）年度 2024（令和6）年度



【社会福祉法人渓仁会　健康経営戦略マップ】

2024年　4月　1日制定

人的健康資源

健康投資
健康関連の最終的な目標指標

従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標

健康投資施策

の取組状況に関する指標

健康投資効果
健康経営で解決したい

経営課題

疾病予防対策

職員が幸せと感じる

職場づくり

生産性向上のための取組

様々な効果に関連する

健康投資（＊）

ウォーキングラリー

の参加者数増加

ストレスチェック

の受検率向上

各施設のイベント

の参加者数増加

喫煙者数の減少

メンタルヘルス研修会

の参加者数増加

年次有給休暇

の取得日数増加

運動アプリ

の登録者数増加
運動アプリの登録奨励

各施設でのイベントの開催

ウォーキングラリーの開催

喫煙防止対策の実施

（禁煙外来費用

の補助）

ストレスチェックの実施

年次有給休暇

の取得奨励

メンタルヘルス研修会

の開催

離職率の低下

休暇等各種制度の施行
仕事と育児・介護

の両立支援

ブランディングの整備地域貢献活動の実施

環境健康資源

健康資源

生産性の向上

メンタルヘルス研修会

の参加者数増加

喫煙者の比率低下
アブセンティーイズム

の向上
時間外勤務の減少

プレゼンティーイズム

の低減

ワークエンゲージメント

の向上

アブセンティーイズム

の向上

喫煙者の比率低下

高ストレス者の比率低下

時間外勤務の減少

運動習慣

のある職員数増加

年次有給休暇

の取得日数増加

プレゼンティーイズム

の低減

ワークエンゲージメント

の向上

運動アプリの

登録者数増加

高ストレス者の比率低下

喫煙者数の減少
各施設のイベント

の参加者数増加

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効果に関連する健康投資」とする。

ウォーキングラリー

の参加者数増加

ストレスチェック

の受検率向上

運動習慣

のある職員数増加


